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スです。


当センターが実施している合同カンファレンスは、リハビリ医学におけるTransdisciplinary Team Model（相互乗り入れチームモデル）の行政版です。施設、職場、家庭等におけるトラブルを解決するには、リハビリや投薬等の適切な治療を前提に、当事者の行動を記録・分析し、その障がいを正しく理解して、適切に対処しなければなりません。医療機関をはじめ入所・通所施設、行政機関や職場、学校等の職員が、当事者やその環境等に関する情報を持ち寄り、共有化して、








対応を取ることが重要です。そして、共通の対応を確保するのに有効なのが、合同カンファレン





対象者のニ―ズにあわせた協議・調整を行うことで、支援の充実と地域支援ネットワークを構築を図ることが重要です。





●お問い合わせ先　高次脳機能障がい総合相談・支援拠点機関：宮崎県身体障害者相談センター


  ・住所：宮崎県宮崎市霧島1丁目1番地2　・TEL:0985-29-2556) ・FAX:0985-31-3553


  ・E-mail：� HYPERLINK "mailto:shintaishogaisha-sodan-c@pref.miyazaki.lg.jp" ��shintaishogaisha-sodan-c@pref.miyazaki.lg.jp�　・担当：満尾、落合、古川、日高








★コーディネーター便り：高次脳機能障がい支援推進医療連携調整会議が開催されました。★





★７月２５日（日）、宮崎大学医学部で、第１回の高次脳機能障がい支援推進医療連携調整会議が開催されました。


この会議は、宮崎県障がい者福祉計画における全ての医療圏の高次脳機能障がい支援に理解を持つ１９病院から推薦された２３名の委員で構成され、医師１２名、理学療法士４名、作業療法士３名、看護師２名、言語聴覚士・臨床心理士各１名と、チーム支援に必要な医療面の職種を、網羅しています。











●（自立支援医療の実施主体である）


市町村との連携が重要


　などの意見が出されました。


　その後、県北地域の医療機関から提供があった高次脳機能障がい者のケース検討会が実施されました。当該医療機関を退院後、リハビリ等の通院も途絶え、１年後、再度相談を受けた結果、精神病院に医療保護入院となったケースで、高次脳機能障がい支援の難しさを象徴する事例でした。


　委員からは、「退院後のエピソードで症状が





★　相談にのるツボ　～　支援者が気をつけたい様々なこと　★





●　「奏和」と「チーム支援」　その２：合同カンファレンス　●


高次脳機能障がい者の支援においては、医療機関をはじめとする支援機関や地域・職域においても、「共通の対応」をとることが極めて重要となります。





なぜなら、施設や家庭、職場などにおけるトラブルの原因は、その表面的な高次脳機能障がいに特有の障がい（例えば注意障がい、脱抑制など）のみにあるのではなく、その他の身体的、心理的、環境的要因などの諸要因も複雑にからみあって表出している可能性が極めて高いからです。ですから、医療機関はじめ支援者全員が個別の専門的視点に加えて、障がいを持つ１人の人間として当事者に接し、総合的かつ統一された認識の下に共通の





★　教えて！こうじのう　～　ご質問への回答や新しい情報　★





●　高次脳機能障がいと診断されたとき、


家族はどうすればいいの？　その２：あなたのことも大切に！　●


当事者を支える一番のキーパーソンである「ご家族＝あなた」に、お勧めすることは、





とは、「あなた自身の心と身体の健康管理」です。


「大事な夫が（妻が、子供が）大変なときに、自分のことなんて考えていられない！」


と、思われるかもしれませんが、大事な人を守るために一番必要なことは、介護や支援に、直接そして最も多く携わる、あなた自身の心と身体の健康なのです。


高次脳機能障がいは、早期に軽快する事もありますが、一生に渡って精神的・身体的な支援や介護を必要とするケースも少なくない、難しい障がいです。数ヶ月の短期勝負なら、介護だけに専念することも可能でしょう。しかし、場合によっては一生にも渡る長丁場で、頑張りすぎては心も身体も燃え尽きてしまうかもしれないし、何より、あなたの心身の状態が、当事者の精神状態に大きな影響を与えてしまいます。それは当事者にとって一番の不幸となるでしょう。


時には、あなた自身にご褒美をあげてください。あなたの大事な人の幸せのためにも。





会議では、医学的支援・研究拠点機関である、宮崎大学医学部の帖佐教授による「高次脳機能障がいの概要と診断技術の説明」並びに同鳥取部准教授による「宮崎大学医学部での整形外科、脳神経外科、精神科等の院内連携事例紹介」、「総合相談・支援拠点機関における支援ケースや医療機関等との合同カンファレンス事例紹介」などが行われました。


委員からは、


●地域の中心となる医療機関を決め各地域の実態把握を進めること


●早期に、地域における高次脳機能障がいリハビリテーション体制を確立すること


●症例のデータベース化が必要


●急性期に対応する脳外科医を網羅して、患者の把握ができる体制づくりが必要　　








悪化することがある」、「退院後の情報収集やケアマネージャーとの連携が重要」など、様々な意見が出されました。


退院後の支援体制の充実は、医療面における重要課題の一つであり、医療連携調整会議での協議やケース検討などを通して、体制の充実・整備が進むことが期待されます。











◎　お知らせ：「高次脳機能障がい語ろう会」を開催します。


９月４日（土）の午後１時から３時まで、身体障害者相談センター（県総合保健センター）５F研修室で、当事者や家族、支援者などが、日ごろの思いや悩みをざっくばらんに語り合う会を開催します。


詳しくは、別添のチラシを御覧下さい。











